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）の 天井 に 取付 られ て い る 。 色対上 の 照度 は約

15001x，灰色 の 背景 の 輝度は 190cd／m2 ， そ して灰 色 の

背景 に対 す る 目 の 順 応 は 5 分 閲 行 な っ た 。

2．3． 色対の 種類

　Fig．6 に は 評価用 と して 用い られ た 各 グル ープ の 色

票 の 位置を a
”’　−b＊ 色 度 図 に 示 した もの で あ る。各 グル ー

プの 中心色 は CIE が 決議 した Guideline に 適合 した 5

色 で あ る 。 こ れ らの 色 を 用い て ，各種 の 色 差 を現 わ した

90 の 色対が ， 30 種つ つ の 色相差群 ， 明度差群及び彩度

差群の 三 つ に 分割 されて い る 。 そ して そ れ らの 群内 に は

CIELAB 色差 0．5 か ら10，0 の 間の 色対 が ラ ン ダム に 用

意 さ れた 。

3．　 得 られ た結果

　測色色差 （CCD ）， 即ち CIELAB 色差 で 表された値

と知覚色差 （PCD ）， 即 ち視感評価 に よ っ て 定め られ た

値 との 間 の 関係が，色相 ， 明度並びに彩度の各群 につ い

て 得 られ た 。

　例として 観察者 J．K の 黄 の 彩度の 分を Fig．7 に示す 。

こ の 実線 の 傾斜は 1 よ り／」丶 さい。言い 換え れば ，
CCD

の歩度は PCD の歩度に比 べ て 大きい 事を示 して い る 。

　二 人の 観察者に よ っ て 得 られた 回帰線の 全て の 傾斜を

表に 示す 。 そ の 中に は 1よ り大き い傾斜も捜し得 る 。

4． 考察

　表 に 示 さ れた データ を用 い て ， 各色 （赤， 黄， 緑 ， 青

及 び灰 ）の 傾斜が Fig．8 に描かれて い る 。

　「m 」は 傾斜 の 値を示 し，破線 は両観察者の そ の 平均値

を示す 。
m ＝1 の 場合 は測色色差は知覚色差と一致する

の で ， そ の 均等性 は大変良好で ある と言え る 。 しか し，

m ≠ 1 の 場合は， 色空間の 均等性 は 必ず しもよ くない こ

とを 示す。

　そ の 点 で は ， 無彩色 （白，灰 ， 黒 ） を除い て ，明度群

の 傾斜は い ずれ の 色 も 1 よ り大 き い 。言い 換 え れ ば，測

色明度差 は知覚明度差に 比 して 小 さ く見 られて い る ．

　色相群 に つ い て 綿密 な検討をす る と， 赤及び緑 の い ず

れ の 傾斜値 m も 0．71 と 1 よ り小 さ く，黄 に つ い て は 逆

に 1．50 と大き い。そ して 又，彩度群の 場合は，赤 が 1．

63 と大 き く，黄 が o，74 と小 さい 。

5．　 結論

　上記 の 様な 検討の 結呆 ，
CIELAB 色空間 は 赤及 び 黄

の 領域 の 均等性を欠 くとい う事が 立 証 さ れた 。

　 こ の 度の 調 査 に は CIELAB が 測 色 色 差 に用 い られ た

が，Fig．1 に 示 され て い る様に，本質的に CIELAB 色

空 間 は 必 ず しも均等 で は な い 。

　筆者 はそ の 均等性 を 改良す る為 に 以前 に CIELAB を

修 正 す る事を試み て い る
4）

。 そ の 結果を Fig．9 に 示す 。

こ れは 「JCRI （1975La
’b’）色空問」 と呼ばれて い る 。

　 こ の 色空間 は CIELAB よ りも均等性が よ い の で ， 将

来 こ れ に よる調査を試み るっ もりで あ る 。
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法の 簡便 さか ら三 刺演直読色彩計 （以後単 に 色彩計と記

す）が よ く用 い られ て い る 。 しか し色彩計の 受光部の分

光感度が ル ータ条件か らわずか に異 な る場合 で も， こ の

種の 反射材料の 色 の 彩度が高い た め非常に大きい測定誤
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差を生 じる
1）。 こ の 測定誤 差 を 減 少 させ るた め に は，測

定試料 と 類似 の 分光特性をもつ 色校正 標準を用 い る こ と

が 効果的で あ る と考 え られ る
2）。 筆者らは 6 色 の 再帰性

反射材料を校正 用 標準試料と しそ れを分光測色 に よ っ て

正確に 色度を値付 けし， 昼間色測定用 の 色校正標準を確

立 した 。 本報 で は 校正 用色標準 の 作成 の 過程およびそ の

有効性を検証す る た め の 関連各機関 に対す る 囲送測定結

果 につ い て 報告す る 。

2． 標準試料

　国内 5 社 の 6 色 の 反射材料 に つ い て ， あ らか じめ 分光

測色 し，
CIELUV 空 間 に 置点 して 5 社の うちほ ぼ そ の

中央 に 位置す る もの を各色 に つ い て標準試料と して 選 定

した 。 色標準試料は直径 60mln厚さ 15mm の 円形 ア ル

ミ ニ ウム 板上 に貼つ けた レ ン ズ 封入型 の 薄帰性反射材料

で ， 6 色が 1 セ ッ トとして ケース に収容した も の で あ

る。今回 は各色同
一・

シ ートか ら30サ ン プル が色標準試料

と して準備 され ， カーボ ン ア
ーク灯 に よ っ て 10時間 の 照

射 工 一ジ ン グを行 っ た 。

3．　校正 用色標準の 作成過 程

　各色 6個 の 標準試料が電総研大 阪支所 の 再帰性反射分

光測定装置
s ）を 用 い ， 45／0 条件 で 波長 範 as　380nm か ら

780nm，10nm 間隔 で 分光測色 し た 。 光源 お よ び 受光

開 き角 は 1°で あ る。分光測光 の 標準白色 に は 圧縮硫酸

バ リウ ム を用 い ， 試料 と比絞 して 分 光 ル ミナ ン ス フ ァ ク
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図 1　回送試験結果
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タ を決定 した 。 そ れ に よ り CIE 標準照明の
“D6s”

およ

び
“C ”

に 対 して 三 刺演値を算 出した 。 各色に つ い て 4

囲 の 反 復測定に 対しそ の 色度 の 再規性 は ± 0．0005以 内
で あ っ た 。 また 同一色 の 6個 の 試 料 の 色 度 の 分 散 は

± O．　005 の 範囲 よ り小 さい 。

　実用的な校正 用色標準板 として 24個の 標準試料が ， 上

記 の 値付けした 校正用色標準に よ っ て校正 した ス ガ 試験

機製高確度色彩計 に よ り測色 され ， 値付 け され た 。 今回

の 各色再帰性反射材料の 測色 に対 し， こ の 色彩計の 測色

確度は従来 の 白色板校 正 で は x ・
ン で 0．01程度で あ っ た

が上 記 の 校正 用色標準に よ る校正 結果 で は 0．002 以内で

色標準値となる分光測色値 とよく
一

致 した。

4．　 各色試料の 回送試験

　再帰性反射材料 の 色彩 計 に よ る測 色 に お い て ，本報 の

校正 用色標準の 有効性を検証す る た め ， 関連機関に 対 し

今 回 準備 した 標準試料の う ち の 1 セ ッ ト （6 色）を回 送

し各機関の 色彩計 に よ っ て 測 定 した。ま ず従 来 か ら用 い

て きた 白色校正 板 の 校正 に よ っ て 測色 し， 次に本報 の 校

正 用 色 標準を 用 い て 測色 して そ の 結果 を 比較 した 。 図 1

は 4 機関の 結果で   印は今VJ作成 した校正 用色標準を用

い た場合 ， ○印 は前記の ス ガ試験機色彩計に よ る測色値

を 示す 。
こ れ らに対 し口印は白色板校正 に よ る測色結果

を示す が ， そ れ は図か ら判明す る よ うに 各機関 の 測色値

の 分散も大きく標準測色値か らの 差も大きい 。 そ れ に対

し校正 用色標準を用 い た場合 ， 今回の 結果で は各機関と

もほ ぼ 躍 ・
ッ で O．　002以 内で一致した。

5． 結言

　分光測色 に よ っ て各色再帰性反射材料 の 昼間色測定用

の 正確な校正用色標準を作成 し， そ れを用 い る高確度色

彩計 に よ っ て実用的校正 用色標準板を値付け した 。 そ の

確度は x ・y で ±0．002以内で あ っ た 。

　各関連機関 に対す る回送測定の 結果で は校正 用色標準

を 用 い た場合 ， 測色誤差は著 しく減少 した。今後は校正

用色標準 の 分光特性が試料 の そ れ と少し異な る場合に つ

い て の 狡 正 用色標準 の 有効性 につ い て検討をすす め る 。
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